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論文内容の要旨
本論文は、原子力分野や医療分野で重要となる高エネルギー領域の 7 線に対する Cd(Zn)Te 半導体検出器の高感
度化についての研究をまとめたもので、全 5 章より構成されている。
第 1 章では、 CdTe および CdZnTe 半導体検出器の技術的な課題と、原子力分野や医療分野における高エネルギー
領域の γ 線測定の問題点と重要性について概説した。その上で、高エネルギー領域の γ 線に対する Cd(Zn)Te 半導
体検出器の高感度化研究の意義について述べ、本研究の目的を明らかにした。
第 2 章では、モンテカルロシミュレーションを用いた CdTe および CdZnTe 半導体検出器の応答計算手法を確立
したことについて述べた。本計算手法は、電荷キャリアの挙動を忠実に模擬することにより実験値を精度良く再現す
ることができ、検出器高感度化方式の検討と構造設計のための有用な手段になり得ることを示した。











冷却なしで常温で使用できる半導体検出器として CdTe 及び Cd (Zn) Te が開発使用されているが、原子炉核計










(3)原子力プラントのフィールドテストで 160 (n, p) 16N 反応の約 6MeV のガンマ線がモニタできることを示してい
る。
(4)厚い素子を用いての γ 線応答を改善する手法として、低い印加電圧で動作させる手法を検討し、最適領域を求め
ている。これにより、 NaI(Tl)シンチレータと同程度の感度を Cd(Zn)Te 半導体検出器で達成することに成功
している。
以上のように、 Cd(Zn)Te を用いて常温で高エネルギー域まで使える小型 γ 線スペクトロメータの実用化に見通し
を与えている。これは放射線計測及び原子力工学基礎分野の発展に寄与するところが大である o よって本論文は、博
士論文として価値あるものと認める。
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